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“ 喜 ぶ ” 

 

主題聖句 「 光 は 暗 闇 の 中 で 輝 い て い る 」 

マタイによる福音書 1 章 1～12 節        

ヨハネによる福音書 1 章 5 節 

 

 

 2019 年もいよいよ最後の月、12 月を迎えました。キリスト教会にとって大切なお

祝いの日「クリスマス」がすぐそこまでやってきました。「クリスマス」は、世界の

国々の人に知られ祝われており、日本の一般社会でも季節的行事として組み入れられ、

この時期は日本人全体があたかもクリスチャンであるかのように世俗化され、商業化

されたイエス・キリスト不在のクリスマスの時を過ごしています。 

日本ではいつ頃からクリスマスが盛んに祝われるようになったのでしょうか。敗戦

前（1945 年 昭和 20 年）のクリスマスは、12 月の歳末の忙しさの中にあって、教

会やクリスチャンホームだけがもつ静かな、信仰の喜びがあふれていたように思われ

ます。 

わたしの母はクリスチャンでしたので、教会付属幼稚園で学び、教会学校へ通いま

した。その少年時代にクリスマスプレゼントをいただいたことは、今でも鮮明に覚え

ている貴重な経験でした。 

「クリスマス」とは「クリスト」（キリスト）と「マス」（ミサ、礼拝）から出来た

言葉で、イエス・キリストの誕生の出来事を覚えて礼拝し、お祝いする日なのです。 

新約聖書に記されているイエス・キリストの誕生の記事は、マタイによる福音書と

ルカによる福音書の冒頭に、わずか数ページに記録されています。その誕生の時に出

会った人たちはごく少数の者たちでした。マタイによる福音書では、東方の国から来

た占星術の学者たち、ルカによる福音書では、ベツレヘム郊外で野宿しながら羊の番

をしていた羊飼いたちでした。何故、神のひとり子、救い主として誕生される幼子が、

王宮でなく、大勢の人たちに見つめられて祝福されたものではなく、貧しい家畜小屋

のみじめな誕生だったのでしょうか。あくまで神のご計画によるもので、信仰による

以外には理解することの出来ない、神の隠された愛の出来事であったのです。とりわ

けヨハネによる福音書 2 章 1 節以下「占星術の学者たちが訪れる」とある箇所は、ク



リスマスの意義をよく示してくれるところです。 

救い主イエス・キリストの誕生の時、ベツレヘムから遠く離れた東の国から、星に

導かれて、はるばる旅を続けてきた人たちがいました。彼らは恐らく、当時のバビロ

ニア地方の占星術の学者で、不思議な星を発見し、星の動きを見て、救い主の誕生の

きざしを信じたのです。彼らはそれを信じただけでなく、そのことが本当であるかど

うかをその目で見、身体で確かめるために行動を起こし、遠く離れた東の国から未知

の国へと旅立ったのです。 

途中には困難や苦労に打ちひしがれて、何度も挫折するような経験があったでしょ

う。その厳しい旅を支えたものは、星の光であり、星が指し示しているまだ見ない救

い主との出会いの希望であり、彼らの信仰があったからです。 

彼らは星に導かれて、エルサレムからベツレヘムの家畜小屋に到着し、幼子イエス・

キリストに出会いました。その時の状態を「彼らは喜びにあふれ」と記されています。

救い主イエス・キリストと出会うことが出来た彼らの喜びはどのような喜びだったの

でしょうか。畏れつつしかも溢れ出る喜び「聖なる喜び」といってもよいでしょう。

クリスマスの喜びは、単なる行事の喜びではなく、イエス・キリストは、なぜお生ま

れになったのかを知って喜ぶ時なのです。 

イエス・キリストに出会って喜びに溢れた彼らは何をしたでしょうか。「彼らはひ

れ伏して幼子を拝み」とあります。彼らが星に導かれて遠い旅をしてきたのは、初め

から救い主と出会い「拝む」ためであったのです。「ユダヤ人の王としてお生まれにな

った方は、どこにおられますか。わたしたちは東方で、その星を見たので、拝みに来

たのです」（2 節） 

救い主イエス・キリストを礼拝した彼らは、神から頂いた大きな愛と恵みに驚き感

謝して自分の持っているすべてのもの「黄金・乳香・没薬を贈り物として献げた」（11

節） 

東方の占星術の学者たちのクリスマス物語は終わっています。ここに初めのクリス

マス、つまり「キリスト礼拝」の原型があります。 

今月の聖句、ヨハネによる福音書 1 章 5 節「光は暗闇の中で輝いている」の暗闇の

中で輝いている光を、ヨハネは 2000 年前にベツレヘムの家畜小屋で誕生されたイエ

ス・キリストを指し示しています。「光」とは暗闇を照らす光であると同時に、救いと

喜びのシンボルであり、救い主の到来でした。この世の光、人間の罪を救う光、人生

を導く光、平和と正義をもたらす光として、イエス・キリストは、この世に神の独り

子として誕生されたのです。 

今月は「クリスマス」の意味を知り、深く味わい、聖なる喜びにあずかり、その喜

びを分かち合うことが出来るクリスマスの時を過ごしたいと願っています。 
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